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蓋
岡
轟

∴
、
・
青
森
支
部

◎
会
員
の
健
康
維
持
。
増
進
へ
の
取
組

我
が
青
森
支
部
で
は
、
会
員
の
健
康
維
持
・
増
進

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
「
総
務
省
『
平
成
2
6
年
度

I
C
T
健
康
モ
デ
ル
　
（
予
防
）
確
立
の
実
証
』
」
　
の

モ
ニ
タ
ー
と
し
て
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

7
月
1
5
日
に
、
支
部
役
員
を
招
集
し
、
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

会
員
に
は
、
7
月
下
旬
に
、
説
明
資
料
を
送
付
し

モ
ニ
タ
ー
参
加
へ
の
意
向
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
1
9

名
の
会
貞
が
参
加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

1
0
月
2
日
に
、
モ
ニ
タ
ト
参
加
者
6
名
が
出
席
し

「
総
務
省
『
I
C
T
健
康
モ
デ
ル
　
（
予
防
）
　
確
立
』
」

操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ヘ
ル

ス
ネ
ク
ス
ト
」
に
登
録
を
行
い
ま
し
た
。

8
月
い
っ
ぱ
い
の
期
間
で
募
集
し
ま
し
た
が
、
参

加
意
向
書
を
提
出
し
な
か
っ
た
会
員
、
ま
た
は
、
意

向
調
査
後
に
話
を
聞
い
た
会
員
で
、
参
加
し
た
い
会

員
を
追
加
で
把
撞
中
で
す
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
会
員
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け

会
員
の
健
康
維
持
・
増
進
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

併
わ
せ
て
、
青
森
県
が
取
り
組
ん
で
い
る
　
「
短
命
県

返
上
」
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

⑳
青
森
地
区
電
衣
食

◎
文
化
講
演
会
開
催

平
成
2
6
年
度
の
青
森
地
区
電
友
会
文
化
講
演
会
が

9
月
2
4
日
、
青
森
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

会
員
3
0
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

始
め
に
、
N
T
T
東
日
本
青
森
支
店
、
伊
藤
支
店

長
か
ら
「
情
報
通
信
の
現
状
」
と
題
し
て
、
現
在
の

「
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
　
の
利
点
な
ど
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
進
化
に
つ
い
て
の
講
演
を
い
た

だ
き
、
続
い
て
、
野
村
護
券
の
藤
森
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
様
か
ら
、
「
知
っ
て
お
き
た

い
少
額
投
資
非
課
税
制
度
に
つ
い
て
」
と
遺
し
て
、

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

伊
藤
支
店
長
に

は
度
々
ご
講
演
を

い
た
だ
い
て
お
り

い
つ
も
我
々
O
B

に
は
解
り
や
す
く

お
話
を
し
て
い
た

だ
け
る
の
で
助
か

り
ま
す
。

愛
称
ニ
ー
サ
に

つ
い
て
は
興
味
を

も
た
れ
た
方
も
お
り
、
質
問
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

第
2
部
と
し
て
、
東
地
方
保
健
所
の
中
村
菜
穂
子

氏
か
ら
、
「
短
命
県
返
上
の
た
め
に
」
と
題
し
て
様
々

な
デ
ー
タ
分
析
の
結
果
や
、
県
の
取
り
組
み
な
ど
の

講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
森
県
の
平
均
寿
命
は
男
女
と
も
日
本
一
平
均
寿

命
の
短
い
県
と
な
っ
て
お
り
、
男
性
7
7
・
2
8
歳
、
女

性
8
5
・
3
4
歳
で
長
寿
県
の
長
野
県
と
比
べ
、
男
子
が

2
・
3
1
歳
、
女
性
が
1
・
0
1
歳
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。

原
因
は
、
生
活
習
慣
に
起
因
す
る
も
の
　
（
喫
煙
・

飲
酒
・
食
塩
摂
取
量
な
ど
）
　
が
大
き
い
と
の
こ
と
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
熱
心
か
つ
興
味
深
く
聴
講
し
ま

した。
⑳
弘
前
地
区
電
衣
食

◎
定
期
総
会
開
催

6
月
1
7
日
午
前
1
1
時
か
ら
「
平
成
2
6
年
度
定
期
総

会
」
を
市
内
土
手
町
の
弘
前
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
会
員
4
1
名
・
来
賓
4
名
∴
N
T
T
事
務

局
1
名
、
計
4
6
名
の
出
席
を
得
て
開
催
、
総
会
の
冒

頭
二
戸
仮
議
長
（
理
事
）
　
司
会
で
こ
の
1
年
間
に
亡

く
な
ら
れ
た
8
名
の
方
へ
黙
祷
を
捧
げ
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
し
た
。

佐
々
木
会
長
か
ら
総
会
開
催
に
あ
た
り
、
挨
拶
が
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あ
り
会
議
の
成
立
を
宣
言
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
青
森
支
部
成
田
支
部
長
、
N
T
T
弘

前
会
津
支
店
長
、

N
T
T
労
組
退
職

者
の
会
弘
前
地
区

協
議
会
田
口
会
長

か
ら
来
賓
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

議
長
に
内
山
清

栄
さ
ん
を
選
出
し

議
事
は
「
平
成
2
5

年
度
一
般
経
過
報

告
及
び
収
支
決
算

N
T
T
労
組
小
山
内
弘
前
部
会
長

報
告
」
「
平
成
2
6
年
度
活
動
方
針
及
び
予
算
案
」
」
「
役

員
の
改
選
他
（
案
）
」
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
の
報

告
そ
し
て
北
川
監
事
の
「
平
成
2
5
年
度
会
計
監
査
」

報
告
が
あ
り
、
満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
、
会
員
交
流
の
場
で
あ
る
懇
親
会
場
に

移
っ
て
今
理
事
の
司
会
進
行
に
よ
り
主
催
側
佐
々
木

会
長
、
成
田
支
部
長
、
新
役
員
の
挨
拶
に
続
い
て
N

T
T
労
組
退
職
者
の
会
弘
前
地
区
協
議
会
田
口
会
長

の
乾
杯
の
ご
発
声
で
始
ま
り
小
野
、
福
嶋
、
野
呂
理

事
の
進
行
で
抽
選
会
を
順
次
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
N
T
T
労
組
グ
ル
ー
プ
連
合
会
弘
前
地
区

連
絡
会
小
山
内
会
長
か
ら
締
め
の
乾
杯
を
い
た
だ
い

て
来
年
度
、
総
会
時
の
再
会
を
誓
い
散
会
し
ま
し
た
。

◎
文
化
講
演
会
開
催

再
三
に
渡
り
、
地
元
「
津
軽
の
文
化
と
博
物
」
　
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
津
軽
の
そ
の
道
の
経
験
豊
富
な

方
の
話
を
聞
き
、
い
ま
一
度
故
郷
を
見
つ
め
直
す
気

持
ち
で
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

文
化
講
演
会

5
月
2
6
日
弘
前
市
民
会
館
に
於
い
て
2
5
名
の
会
員

が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
・
演
題

N
T
T
弘
前
支
店
設
備
セ
ン
タ
所
長

鎌
田
　
修
次
様

情
報
通
信
の
現
状
に
つ
い
て

海
老
原
　
異
様

第
1
4
代
津
軽
義
孝
棟
と
私

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

弘
前
市
立
博
物

館
長
・
青
森
県
博

物
等
協
議
会
副
会

長
・
弘
前
学
院
大

学
兼
任
講
師
弘
前

市
立
第
一
中
学
校

副
校
長
・
弘
前
大

学
付
属
中
学
校
文

部
教
官
教
諭
　
主

な
担
当
学
科
・
博
物
館
学
・
美
術

特
技
・
レ
ク
指
導
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
・
七
宝
焼
・

応
援
団
指
導
他
多
々
あ
り

以
上
の
テ
ー
マ
で
、
各
講
師
の
方
々
が
熱
弁
を
振

る
わ
れ
、
参
加
者
一
同
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

海
老
原
棟
の
テ
ー
マ
　
「
第
1
4
代
津
軽
義
孝
様
と
私
」

で
は

1
、
馬
術
で
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

2
、
華
子
さ
ま
の
こ
と

3
、
聞
か
れ
な
い
駅
の
名

4
、
胸
の
大
リ
ボ
ン

5
、
日
本
博
物
館
協
会
・
会
長

の
題
で
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
ま
た
、
流
行
歌
を

皆
で
ア
カ
ペ
ラ
の
合
唱
し
た
こ
と
が
そ
の
時
代
を
偲

び
懐
か
し
か
っ
た
。

◎
合
同
レ
ク

弘
前
退
職
者
の
会
の
合
同
日
帰
り
レ
ク
　
（
深
浦
町

黄
金
崎
不
老
ふ
死
温
泉
）
　
が
7
月
9
日
3
4
名
の
参
加

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
不
老
ふ
死
温
泉
送
迎
バ
ス
一
台
で
弘
前

駅
城
東
口
9
時
発
～
N
T
T
弘
前
ビ
ル
～
千
畳
敷
海

岸
～
ト
イ
レ
休
憩
～
不
老
ふ
死
温
泉
着
日
時
4
5
分
の

行程。到
着
後
、
食
事
前
の
入
浴
が
格
別
で
家
庭
風
呂
と

は
違
っ
た
味
わ
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

い
ざ
、
食
事
時
間
に
突
入
、
電
友
会
島
津
会
長
あ

い
さ
つ
、
退
職
者
の
会
田
口
会
長
の
乾
杯
で
始
ま
っ

て
皆
で
飲
食
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
酔
い
が
回
っ
て
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や
っ
ぱ
り
カ
ラ
オ
ケ
無
し
で
は
場
が
保
て
な
い
と
歌

手
踊
り
と
時
間
の
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

1
4
時
4
5
分
に
不
老
ふ
死
温
泉
発
～
風
合
瀬
道
の
駅

で
お
土
産
の
仕
入
れ
～
映
画
の
有
名
な
「
わ
き
お
」

と
の
ご
対
面
と
、
一
緒
の
記
念
写
真
。

合
同
レ
ク
に
つ
い
て
、
参
加
者
全
員
に
ア
ン
ケ
ー

ト
の
一
泊
O
 
r
日

帰
り
か
、
合
わ
せ

て
今
回
の
感
想
を

お
願
い
し
ま
し
た

と
こ
ろ
《
近
く
て

日
帰
り
》
が
大
方

の
意
見
で
あ
り
ま

した。な
お
、
来
年
度

に
向
け
て
参
考
と

藩
、
だ
が
ア
ク
シ
デ
ン
ト
、
新
青
森
駅
か
ら
函
館
間

脱
線
事
故
で
不
通
、
な
ん
と
か
フ
ェ
リ
ー
に
切
り
替

え
て
よ
う
や
く
2
時
間
遅
れ
で
桔
梗
高
台
へ
到
着
し

た
ま
で
は
良
か
っ
た
が
試
し
打
ち
は
無
し
で
コ
ー
ス

が
初
対
面
で
あ
っ
て
は
良
し
悪
し
は
解
ら
ず
ぶ
っ
つ

け
本
番
と
き
ち
ゃ
オ
ー
バ
ー
し
ぼ
つ
な
し
だ
っ
た
が

函
館
の
天
気
と
景
色
に
恵
ま
れ
て
満
足
な
も
の
で
あ

り
ま
し
た
。
た
だ
、
脱
線
事
故
さ
え
な
け
れ
ば
行
程

ど
お
り
に
運
ん
だ
事
だ
ろ
う
と
悔
ん
で
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
1
6
時
の
送
迎
バ
ス
で
宿
泊
場
所
ホ
テ
ル
万

惣
　
（
湯
の
川
）
　
へ
向
か
い
ま
し
た
。

着
く
や
否
や
表
彰
式
の
会
場
準
備
に
時
間
が
掛
り

過
ぎ
て
、
幹
事
諸
君
が
一
汗
流
す
事
が
出
来
ず
じ
ま

い
で
し
た
、
さ
ぞ
脱
線
事
故
で
心
身
の
疲
れ
も
あ
っ

た
で
し
ょ
う
に
。

さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

◎
弘
前
地
区
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
友
の
会

古
川
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会
さ
ん
と
の
第
8
回
目

の
交
流
大
会
を
函
館
実
施
で
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

6
月
2
2
日
～
2
3
日
函
館
桔
梗
高
台
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
に
於
い
て
古
川
藩
1
0
名
、
弘
前
藩
1
2
名
計
2
2
名
が

再
会
致
し
ま
し
た
。
1
日
目
の
天
候
は
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
日
和
、
古
川
藩
待
つ
桔
梗
高
台
へ
と
向
か
う
弘
前

幹
事
の
皆
さ
ん
、

表
彰
式
兼
懇
親

会
は
予
定
の
1
8
時

古
川
藩
鈴
木
会
長

弘
前
藩
佐
々
木
会

長
の
あ
い
さ
つ
か

ら
始
ま
っ
て
ゲ
ー

ム
、
抽
選
会
、
カ

ラ
オ
ケ
と
盛
り
上

が
り
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
談
義
に
花
を
添

ご
苦
労
さ
ん
で
し
た
。

え
ま
し
た
。

・
各
賞
（
参
考
ま
で
）

優
勝
　
操
（
古
川
藩
）
　
準
優
勝
　
盛
岡
（
弘
前
藩
）

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
　
佐
藤
（
古
川
藩
）

2
日
目
の
行
程
予
定
で
は
午
前
中
、
桔
梗
高
台
で

試
し
打
ち
と
意
気
ご
ん
だ
が
あ
い
に
く
と
前
日
の
脱

線
事
故
が
復
旧
せ
ず
桔
梗
高
台
行
き
は
叶
わ
ず
、
結

局
ホ
テ
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
函
館
駅
か
ら
フ
ェ

リ
ー
追
悼
へ
そ
れ
ぞ
れ
古
川
行
き
、
弘
前
行
き
と
帰

途
に
、
な
ぜ
か
脱
線
事
故
が
後
味
の
悪
い
函
館
で
あ

り
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

用
O
B
弘
前
囲
碁
ク
ラ
ブ

4
月
2
1
日
、
平
成
2
6
年
度
の
総
会
を
開
催
し
、
神

勝
彦
会
長
の
挨
拶
後
、
活
動
計
画
等
審
議
、
承
認
さ

れ
、
今
年
度
の
例
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

現
在
、
会
員
9
名
で
、
毎
週
木
曜
日
に
、
N
T
T

O
B
サ
ロ
ン
に
お
い
て
親
交
を
深
め
、
腕
を
競
い
な

が
ら
、
和
気
合
い
あ
い
と
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
対

戦
結
果
に
つ
い
て
は
、
一
ケ
月
単
位
で
、
2
回
戦
総

当
り
の
勝
数
で
順
位
を
決
定
し
、
僅
か
な
褒
美
で
士

気
を
高
め
て
お
り
ま
す
。

・
各
月
の
優
勝
者

6
月
　
森
山
　
勇

8
月
　
奥
村
　
俊
治
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電電記念日八戸会場

・
6
月
1
日
「
N
T
T
東
北
四
県
親
善
囲
碁
大
会
」

へ
参
加
（
2
名
）

・
1
0
月
4
日
「
N
T
T
青
森
八
甲
囲
碁
ク
ラ
ブ
」
と

の
交
流
会
へ
参
加
　
（
4
名
）

㈱
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
倶
楽
部

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
サ
ー
ク
ル
の
結
成
は
、
退
職
者
の

有
志
で
平
成
6
年
に
立
ち
上
げ
2
0
年
に
な
り
ま
す
。

会
員
の
親
睦
と
健
康
維
持
の
た
め
ピ
ン
ポ
ン
を
愛

好
す
る
方
、
運
動
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
方
を
中
心

に
サ
ー
ク
ル
を
結
成
し
ま
し
た
。

当
初
の
メ
ン
バ
ー
は
6
0
歳
前
後
で
1
4
人
で
、
現
在

は
1
8
人
の
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
で
す
。

練
習
は
毎
週
金
曜
日
の
1
0
時
か
ら
1
2
時
ま
で
の
2

時
間
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

誰
に
で
も
簡
単
に
で
き
る
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
は
、
初

心
者
で
も
簡
単
に
で
き
、
年
齢
に
応
じ
た
適
度
な
運

動
量
で
爽
快
な
汗
を
か
き
ま
す
。

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
競
技
は
、
一
般
の
卓
球
（
硬

式
）
と
違
い
ボ
ー
ル
が
少
し
大
き
く
、
柔
ら
か
く
で

き
て
お
り
、
強
く
打
っ
て
も
ス
ピ
ー
ド
が
弱
く
相
手

に
返
す
の
が
簡
単
に
で
き
、
ラ
リ
ー
が
3
回
4
回
と

続
き
ゲ
ー
ム
を
楽
し
く
で
き
ま
す
。
二
人
ペ
ア
で
ダ

ブ
ル
ス
で
ゲ
ー
ム
を
行
い
一
本
一
本
変
わ
り
変
わ
り

打
ち
ま
す
の
で
程
よ
い
動
き
で
、
年
齢
に
応
じ
た
動

き
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
く
で
き
ま
す
。

青
森
県
は
卓
球
が
盛
ん
で
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
の
競
技

に
参
加
す
る
方
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

当
サ
ー
ク
ル
の
活
動
状
況
は
毎
週
金
曜
日
で
年
間
で

4
7
回
で
延
べ
参
加
者
数
3
5
0
名
で
す
。

ま
た
各
種
大
会
に
は
積
極
的
に
参
加
を
し
て
お
り

年
間
の
各
大
会
は
柑
回
位
あ
り
ま
す
。

市
内
の
大
会
、
県
内
各
地
の
大
会
、
県
外
の
大
会

東
北
及
び
全
国
大
会
に
も
参
加
を
し
て
い
ま
す
。
2

月
に
は
毎
年
盲
人
卓
球
大
会
に
は
、
審
判
と
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

日
月
に
は
今
年
3
回
日
で
N
T
T
社
員
と
退
職
者

及
び
家
族
を
対
象
に
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
懇
親
会
で
成
績
発
表
を
し
て
、
和
気
あ

い
あ
い
と
親
睦
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

運
動
に
関
心
が
あ
る
方
、
健
康
維
持
の
た
め
ラ
ー

ジ
ボ
ー
ル
に
参
加
し
て
心
地
よ
い
汗
を
か
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

平
塚
様
及
び
N
T
T
労
組
八
戸
部
会
、
松
村
部
会
長

様
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

退
職
者
の
会
八
戸
地
区
協
議
会
、
和
田
会
長
の
乾

杯
の
音
頭
で
祝
宴
が
ス
タ
ー
ト
。
各
テ
ー
ブ
ル
で
は

懐
か
し
い
顔
ぶ
れ

に
思
い
出
話
の
花

が
咲
き
、
飲
み
物

と
美
味
し
い
料
理

を
間
に
お
互
い
の

無
事
を
確
か
め
た

り
、
趣
味
の
情
報

交
換
等
々
で
大
い

に
旧
交
を
温
め
る

一
時
と
な
り
ま
し

㊨
八
戸
地
区
電
衣
食

◎
電
信
電
話
記
念
日
N
T
T
退
職
者
祝
賀
会
開
催

1
0
月
2
3
日
、
電
信
電
話
記
念
日
N
T
T
退
職
者
祝

賀
会
が
ご
来
賓
と
会
員
、
1
0
6
名
の
出
席
を
頂
き

八
戸
市
内
の
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

した。八
戸
地
区
電
友
会
、
米
田
会
長
よ
り
開
催
の
挨
拶

が
あ
り
、
続
い
て
ご
来
賓
の
N
T
T
八
戸
営
業
所
長

た
。
お
腹
の
方
が
一
段
落
し
た
所
で
、
N
T
T
、
N

T
T
労
組
、
N
T
T
協
力
会
社
、
各
位
様
の
提
供
に

よ
る
沢
山
の
賞
品
が
待
っ
て
い
る
お
持
ち
か
ね
の

「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
　
に
移
り
、
当
選
者
が
出
る
度

に
大
き
な
拍
手
、
賞
品
を
手
に
し
た
笑
顔
の
当
選
者

や
一
番
違
い
の
外
れ
に
は
「
残
念
」
　
の
声
が
出
る
等

賑
や
か
な
抽
選
会
風
景
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
司

会
者
か
ら
、
当
選
者
は
大
事
な
賞
品
を
忘
れ
て
行
か

な
い
よ
う
に
、
と
の
ご
注
意
が
あ
り
抽
選
会
を
無
事

終了。後
半
の
懇
親
は
さ
ら
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
顔
馴
染

み
の
テ
ー
ブ
ル
を
訪
問
し
合
い
、
近
況
の
報
告
等
で
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秋晴れの中、プレーを楽しみました

更
に
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
会
場
で

は
ま
だ
ま
だ
話
題
は
尽
き
ず
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て

お
り
ま
し
た
が
時
間
一
杯
と
な
り
、
八
戸
地
区
電
友

会
副
会
長
、
藤
井
氏
に
よ
る
〆
の
乾
杯
で
、
次
回
で

の
再
会
を
約
し
名
残
を
惜
し
み
な
が
ら
三
々
五
々
の

解
散
と
な
り
ま
し
た
。

◎
定
期
総
会
開
催

平
成
2
6
年
度

定
期
総
会
を
6
月

2
3
日
八
戸
市
内
の

「
フ
リ
ー
ス
ク
エ
ア

ノ
ヅ
キ
」
　
に
於
い

て
開
催
し
ま
し
た
。

ご
来
賓
に
は
、
N

T
T
八
戸
支
店
長

平
塚
俊
哉
様
を
始

め
8
名
様
、
会
員

行
が
図
ら
れ
、
2
5
年
度
の
活
動
報
告
及
び
2
6
年
度
の

活
動
方
針
（
案
）
　
の
提
案
が
各
々
満
場
一
致
で
原
案

通
り
承
認
さ
れ
、
無
事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
総
会

終
了
後
、
懇
親
会
に
移
り
美
味
し
い
料
理
と
飲
み
物

で
歓
談
、
お
互
い
の
近
況
や
無
事
を
確
認
す
る
な
ど

旧
交
を
温
め
合
い
、
和
や
か
な
一
時
を
過
ご
し
、
時

間
一
杯
楽
し
み
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

。
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

①
電
友
会
主
催
、
親
睦
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
会

9
月
4
日
、
愛
好
会
の
会
員
、
家
族
や
N
T
T
－

O
B
の
人
達
に
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
恒
例
の
親

睦
競
技
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
3
4
名
、
秋
晴
れ
の
日
、
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ

敢
闘
賞
　
1
1
0
　
　
B
B
賞
　
1
1
2

打
撃
賞
　
1
1
7

②
4
月
か
ら
順
調
に
続
け
て
い
た
例
会
が
7
月
以
降

悪
天
候
に
悩
ま
さ
れ
、
春
季
大
会
は
中
止
と
な
り
、

1
0
月
9
日
秋
季
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

競
技
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

1
位
　
梯
内
　
晴
子
（
家
族
）
　
2
　
1
1

2
位
　
清
水
　
サ
ト
　
　
　
1
　
9

3
位
　
清
水
　
藤
雄
（
家
族
）
　
2
　
1
5

8
　
　
／
h
U

1

　

　

7

4

　

　

8

1
　
　
　
7

7

　
　

0
ノ

1

　

　

7

は
3
9
名
の
出
席
を
頂
き
ま
し
た
。
会
の
冒
頭
、
物
故

者
へ
黙
祷
を
捧
げ
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

米
田
八
戸
地
区
電
友
会
会
長
か
ら
、
N
T
T
グ

ル
ー
プ
各
社
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
電
友
会
の

会
員
拡
大
の
取
り
組
み
を
促
進
し
た
い
、
と
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
ご
来
賓
各
位
様
か
ら
は
、
其
々
の

取
り
組
み
や
現
状
等
に
つ
い
て
興
味
深
い
多
く
の
ご

挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
議
事
に
入
り
ベ
テ

ラ
ン
の
関
川
文
男
議
長
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
議
事
進

シ
ョ
ン
の
も
と
入

賞
者
へ
の
賞
の
他

区
間
賞
、
打
撃
賞

B
B
賞
、
敢
闘
賞

等
多
く
の
賞
が
当

た
る
の
を
夢
見
て

ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん

だ
1
日
で
し
た
。

結
果
は
次
の
通

り
で
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
は
女
性
群
が
上
位
を
占
め
ま
し
た
。

特
に
両
清
水
さ
ん
は
高
齢
の
ご
夫
婦
で
、
藤
雄
さ

ん
は
錮
歳
、
益
々
ご
壮
健
で
例
会
を
楽
し
ん
で
い
ま

す。
愛
好
会
の
競
技
大
会
は
、
特
定
の
人
が
常
に
上
位

入
賞
と
い
う
形
が
あ
り
ま
せ
ん
、
競
技
大
会
の
都
度

優
勝
者
が
変
わ
り
ま
す
。

各
々
の
会
員
が
例
会
で
の
成
果
を
充
分
発
揮
し
て

い
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
益
々
の
ご
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

1
位
　
坂
本
　
勇
吉

2
位
　
谷
地
中
政
雄


